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４
月
か
ら
高
根
集
落
へ
着
任
し
た

栗
原
成
美
で
す
。
私
の
任
務
は
高
根

と
都
市
を
結
び
、
高
根
の
暮
ら
し
を

未
来
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

今
は
住
民
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
高

根
集
落
の
情
報
発
信
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。
日
々
の
集
落
の
様
子
や
伝

統
行
事
、
美
し
い
景
色
な
ど
を
写
真

や
動
画
と
し
て
記
録
し
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
「
村
上
市
高
根
区
」
を
通
し

て
発
信
し
て
い
ま
す
。
よ
か
っ
た
ら

ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

　

活
動
を
始
め
て
８
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。
最
近
で
は
高
根
出
身
の
人
か

ら
「
故
郷
の
様
子
を
見
せ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
温
か
い
お
言

葉
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
道
に
続
け
て
き
た
活
動
が
、
何
か

の
形
と
な
っ
て
目
に
見
え
始
め
て
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い

う
肩
書
き
が
あ
り
ま
す
が
、
力
ま

ず
、
集
落
の
人
の
意
見
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
事
が
最

も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
主

役
は
私
で
は
な
く
、
高
根
に
住
む

人
た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
地
域
ら
し
さ
」

と「
自
分
ら
し
さ
」を
掛
け
合
わ
せ
、

高
根
で
楽
し
み
が
増
え
る
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
高
根
集
落
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
。

栗
くり

原
ばら

　成
なる

美
み

　隊員

地域らしさ×自分らしさ＝〇〇！！

⑳

中小企業振興施策の実施状況

中小企業をさまざまな施策で応援しています
　市では、村上市中小企業振興基本条例を定め、中小企業に対するさまざまな施策を行っ
ています。平成29年度の実施状況について報告します。
市内の中小企業の状況
　市内には、３,285事業所、25,006人の従業員が働いています。このうち中小企業の割合は、
事業所数で99％、従業員数で91％を占めており、市産業の中核をなしています。（平成28
年度経済センサスより）
平成29年度の主な中小企業振興施策
○�「プレミアム付き商品券発行事業」や「住宅リフォーム事
業補助金」により、消費喚起、市民の福祉向上とともに、
地域経済の活性化を図りました。

○�「産業支援プログラム事業補助金」により、販路拡大や商
談会への出展、創業時の資金支援を行いました。

○�「女性就労環境向上事業補助金」により、女性が働きやす
い職場環境づくりを推進しました。

○�「下越地域若者サポートステーションへの事業委託」や「若
者自立支援員の配置」を行い、地元企業への就労に繋げました。

○�延べ79件の「企業訪問」を行い、企業の状況や要望を把握し、
施策に反映するよう配慮しました。

　※抜粋を記載。詳細は市のホームページに掲載しています

●問い合わせ　地域経済振興課経済振興室
　　　　　　　☎53−2111（内線3610）

事業または施策 決算額
産業支援プログラム（産業元気づくり
事業、販路拡大きっかけづくり事業） 700万円

産業支援プログラム（創業応援事業） 615万円
産業支援プログラム（まちなか景観魅
力アップ事業） 150万円

産業支援プログラム（人材育成サポー
ト事業） 5万円

プレミアム付き商品券発行事業 2,112万円
住宅リフォーム事業補助金 5,816万円
女性就労環境向上事業補助金（ハッピー
パートナー企業） 100万円

若年者職業自立支援 376万円


